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◆
来
場
者
口
々
に
「
面
白
か
っ
た
！
」
◆

　

１
月
31
日
、
会
場
と
な
っ
た
市
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
は
、
朝
10
時
か
ら
夕
方
４
時

半
ま
で
の
、
長
時
間
に
わ
た
る
催
し
に
も
関

わ
ら
ず
、
最
後
ま
で
会
場
は
満
席
。
５
人
の

先
生
方
が
、
難
し
い
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
考

古
学
の
お
話
を
、
私
達
の
身
近
な
生
活
と

比
較
し
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、会
場
を
後
に
す
る
方
々
は
、口
々

に
「
面
白
か
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」
と
、

満
足
そ
う
な
笑
顔
で
家
路
に
つ
い
て
い
ま
し

た
。

◆
大
物
講
師
揃
い
踏
み
◆

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
石
川
日
出
志

氏
（
明
治
大
学
文
学
部
教
授
）、
品
川
欣よ
し

也や

氏
（
東
京
国
立
博
物
館
）
の
基
調
講
演
と
、

茨
城
県
を
代
表
す
る
研
究
者
、
川
崎
純す
み

徳の
り

氏

（
茨
城
県
考
古
学
協
会
々
長
）、
阿
久
津
久

氏
（
県
北
教
育
事
務
所
埋
蔵
文
化
財
指
導

員
）、
鈴
木
素
行
氏
（（
財
）
ひ
た
ち
な
か
市

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社　

文
化
財
調
査

事
務
所
々
長
）
に
よ
る
県
内
再
葬
墓
遺
跡
の

報
告
、
及
び
大
物
講
師
全
員
に
よ
る
総
合
討

議
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

◆
再
葬
墓
と
人
面
付
土
器
は
謎
だ
ら
け
？
◆

　

ま
ず
石
川
氏
か
ら
は
「
再
葬
墓
と
人
面
付

土
器
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
次
の
よ
う
な
基
調

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

弥
生
時
代
は
、
縄
文
時
代
の
文
化
を
受
け

継
ぎ
つ
つ
、
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
灌か
ん
が
い漑
に

よ
る
稲
作
が
始
ま
っ
た
時
代
だ
が
、
西
日
本

に
比
べ
、
東
日
本
は
遅
れ
て
弥
生
時
代
に

入
っ
た
。
そ
の
東
国
の
弥
生
時
代
の
前
期
か

ら
中
期
前
半
頃
ま
で
（
２
４
０
０
年
か
ら

２
２
０
０
年
前
）行
わ
れ
て
い
た
墓
制
が「
再

葬
墓
」
で
あ
る
。
再
葬
墓
と
は
、
死
者
を
一

旦
埋
葬
す
る
な
ど
し
て
骨
化
さ
せ
た
後
、
骨

を
つ
ぼ
に
納
め
て
再
び
埋
葬
す
る
も
の
で
、

現
代
の
我
々
か
ら
す
る
と
特
異
な
葬
法
に
感

じ
ら
れ
る
が
、
火
葬
骨
を
つ
ぼ
に
納
め
て
埋

葬
す
る
現
在
の
方
法
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

る
。
再
葬
墓
の
穴
に
は
複
数
の
つ
ぼ
が
納
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
墓

制
を
行
っ
た
の
は
、
当
時
ム
ラ
が
小
規
模
化

し
て
分
散
し
、
ふ
だ
ん
は
離
れ
て
生
活
す
る

縁
者
た
ち
が
、
葬
儀
を
共
に
行
う
こ
と
で
互

い
の
関
係
を
再
確
認
す
る
た
め
で
は
な
か
っ

た
か
。
こ
れ
は
現
在
の
葬
儀
に
も
通
じ
る
も

の
で
あ
る
。
再
葬
墓
に
使
わ
れ
た
土
器
の
中

に
は
、
ま
れ
に
人
面
付
土
器
が
含
ま
れ
て
い

る
が
、
泉
坂
下
遺
跡
の
人
面
付
土
器
は
最
も

優
品
で
あ
り
、
市
内
の
小
野
天
神
前
遺
跡
や

那
珂
市
の
海か
い

後ご

遺
跡
な
ど
、
茨
城
県
北
部
の

こ
の
地
域
が
分
布
密
度
、
芸
術
性
と
も
に
最

も
高
い
。
泉
坂
下
遺
跡
は
保
存
状
態
も
抜
群

で
、
謎
の
多
い
弥
生
時
代
の
東
日
本
を
知
る

た
め
に
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

　

続
く
品
川
氏
は
「
縄
文
の
顔
、
弥
生
の

顔
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
人
面
付
土
器
の
起

源
や
人
面
表
現
の
違
い
に
つ
い
て
、
縄
文
時

代
と
弥
生
時
代
の
遺
物
を
示
し
な
が
ら
次
の

よ
う
に
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

縄
文
時
代
草
創
期
の
土ど

偶ぐ
う

や
岩が
ん

偶ぐ
う

は
、
人

体
の
特
徴
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
性

（
多
く
が
女
性
）
を
示
す
の
み
で
顔
の
表
現

が
な
か
っ
た
が
、
前
期
か
ら
中
期
に
遮し
ゃ

光こ
う

器き

土
偶
や
ハ
ー
ト
形
土
偶
、
み
み
ず
く
土
偶
な

ど
地
域
毎
に
多
彩
な
表
現
が
現
れ
る
。
中
期

以
降
に
は
土
偶
だ
け
で
な
く
土
器
に
も
表
現

さ
れ
、
後
晩
期
に
は
土ど

面め
ん

も
加
わ
り
、
一
般

的
に
は
顔
を
表
現
し
な
い
岩が
ん
ば
ん版
や
土
製
品
の

一
部
に
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
器
種
も
顔
の
表

現
も
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
人
面
を
付
し
た

器
物
は
子
孫
繁
栄
や
豊
穣
を
祈
る
た
め
の

呪じ
ゅ
ぶ
つ物

と
考
え
ら
れ
る
が
、
晩
期
の
土
偶
に
は

死
者
と
と
も
に
埋
め
ら
れ
た
例
も
出
て
く

る
。
大
型
で
完
形
品
が
多
く
、
黥げ
い
め
ん面
（
顔
の

入
れ
墨
）
表
現
が
見
ら
れ
、
弥
生
時
代
の
土

偶
や
土
偶
形
容
器
へ
と
受
け
継
が
れ
る
。
弥

生
時
代
に
な
る
と
、
顔
を
表
現
す
る
器
物
が

土
器
や
土
偶
等
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

人
面
も
黥
面
表
現
の
割
合
が
高
く
な
り
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く
な
る
。
ま
た
、
出
土

す
る
遺
構
が
再
葬
墓
で
あ
る
な
ど
性
格
も
限

定
さ
れ
て
く
る
。
土
偶
形
容
器
の
一
部
に
は

乳
房
の
表
現
も
あ
る
が
、
人
面
付
土
器
は
顔

の
み
の
表
現
の
た
め
性
を
特
定
で
き
な
い
。

人
面
表
現
を
施
し
た
土
器
の
出
土
数
が
少
な

い
こ
と
は
、縄
文
、弥
生
時
代
に
共
通
す
る
。

◆
な
ん
と
来
場
者
の
８
割
が
市
外
の
方
?!
◆

　

県
内
の
海
後
、
小
野
天
神
前
、
泉
坂
下
の

各
遺
跡
の
報
告
は
、
調
査
者
に
よ
る
現
場

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
も
の
で
、
来
場

者
は
身
を
乗
り
出
し
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

続
く
総
合
討
議
は
、
資
料
館
に
寄
せ
ら
れ

た
質
問
に
対
し
て
講
師
が
答
え
る
形
で
進

み
、
中
に
は
、
小
学
一
年
生
の
率
直
で
素
朴

な
疑
問
に
、
東
京
国
立
博
物
館
の
研
究
者
が

「
わ
か
り
ま
せ
ん
、
ま
い
り
ま
し
た
」
と
謝

る
シ
ー
ン
も
あ
り
、
場
内
は
学
術
的
な
が
ら

和
や
か
に
質
疑
応
答
が
は
ず
み
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
の
来
場
者
１
６
０
人
余
り
の

内
市
民
は
２
割
に
す
ぎ
ず
、
８
割
が
市
外
の

方
。
う
ち
半
数
が
遠
く
は
長
野
、
宮
城
な
ど

県
外
か
ら
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
々
で

し
た
。
こ
れ
を
喜
ぶ
べ
き
か
悲
し
む
べ
き

か
、
主
催
者
と
し
て
は
複
雑
な
心
境
で
す

が
、
泉
坂
下
遺
跡
や
人
面
付
土
器
に
、
集
客

力
が
あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

「
再さ

い

葬そ
う

墓ぼ

と
人
面
付
土
器
の
ふ
し
ぎ
」
開
催


